
2019 埼玉県 U15リーグ実施要項 

主催： 一般社団法人埼玉県バスケットボール協会 
 
１、大会理念 

・バスケットボールの普及、育成と強化によりバスケットボール人口の増加を図るととも

に、バスケットボールを愛する誰もが楽しめる環境を作る。 
・少年少女たちの心身の健全な発達を促し、国際大会で活躍できるような将来の日本のバス

ケットボール界を担える選手の育成を目指す。 
・バスケットボールに関する高度な知識、経験に基づく質の高いコーチングを普及すること

で、コーチの質と尊厳の向上を図る。 
・質の高い審判の育成、普及を通じて審判の質の向上を図り、同時に、選手が審判をリスペ

クトする態度を育むことで審判の尊厳の向上を図る。 
・バスケットボールに携われる場を確保することでバスケットボールに係わる人々の社会

貢献の場を提供する。 
 
２、大会目的 

・登録したすべての選手の長期的な育成を図ること。 
・実力が拮抗したゲームの設定を通して、選手の育成を図ること。 

 
３、期日、会場 

２０１９年 
９月２３日（月祝）深谷ビッグタートル 4 面 

１０月１４日（月祝）深谷ビッグタートル 4 面 
１０月２０日（日） 熊谷大里体育館 2 面、2 面 1 会場調整中 
１０月２７日（日） 本庄エコーピア 2 面、2 面 1 会場調整中 
１１月 ４日（月祝）上尾運動公園体育館 3 面、2 面(1 面？)1 会場調整中 

 
４、競技方法 

・「2019 バスケットボール協会競技規則」（2019 年 4 月 1 日施行）に則って行う。 
・男女それぞれが最大１０チームの総当たり戦を行う。 
・試合についてはセントラル開催で行うが事情により試合を消化できない場合サテライト

での開催を認める。 
・セントラル開催とは主催者が定めた日程、会場で試合を行うことをいう。これは定められ

たスケジュールに沿ってリーグ戦を消化する 
・サテライト開催とは、個別に会場や審判などを手配することで試合の場を設け、全体の日

程とは別にリーグ戦の試合を消化することをいう。具体的な方法等は当該チーム間での話

し合いで決める。試合結果については、U15部会に提出されたスコアシートに記載された

結果をもって正式なリーグ戦の結果として扱う。 
・サテライトの日程については、原則不都合が生じたチームが相手チームに申し入れを行い、

当初定められた試合前日までに主導して調整を完了する。 
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５、表彰  

男女１位のチームを表彰し優勝トロフィーと賞状の授与を行う。 
 

６、ゲームエントリー 
・１チーム選手 15名、チーム関係者３名、マネージャー１名の計 19名以内とする。 
・チーム責任者は、成人とする。H コーチ、A コーチは 18歳以上とする。 
・マネージャーは、中学生以上とする。 
 

７、出場資格 
・２０１９年度公益財団法人日本バスケットボール協会（JBA）、一般社団法人埼玉県バスケ

ットボール協会（SBA）にチーム加盟・競技者登録をしている U15 の選手とチーム。 
・大会会場への往復移動中ならびに大会期間中に大会会場での負傷については、保険への加

入が必要である。参加全選手の保険の加入を試合当日までに完了すること。 
・登録選手の移籍については２０１９年７月２５日～７月３１日までに行い原則これ以外の

移籍、新規登録は認められない。登録違反については、違反があきらかになった時点で当

該試合については 0 対 20 の没収試合扱いとする。また、正規登録選手でのその後のリー

グ戦続行は可能であるが該当チーム及び違反のあった選手の Winter Madness の出場権は

失われる。 
 
８、出場エントリー期日/エントリー方法 
【エントリー期日】２０１９年５月１９日 
【エントリー方法】埼玉県バスケットボール協会が定めた指定の書式を代表者会議にて提出する 

 
９、大会エントリー費 

 １チーム３０００円 
※ 大会運営費、主に会場費用、審判手当については参加チームがその都度経費を頭割りで

負担して運営を行う。 
※ 支払期間は５月２２日（水）～６月５日（水）（TeamJBA、コンビニ支払い） 
 

１０、競技規則 
・「2019 バスケットボール協会競技規則」（2019 年 4 月 1 日施行）に則って行う。 
・本リーグ戦は、マンツーマン・ディフェンスを推奨する。ただし、ゾーン・ディフェンス

に対する罰則は適用しない。 
・ 第１試合のＴＯは，原則第３試合のチームが行う。対戦表の左チームがＴＯを，右チー

ムが得点・モップ担当をする 
・ベンチは対戦表の左チームがＴＯ席に向かって右側とする。 

 
１１、エントリー変更 

・次の試合のチームは、前の試合のハーフタイム終了までにスコアシートに選手、コーチ、

A コーチの氏名を記入する。これをもって最終登録として以後の変更を認めない。 
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１２、ユニフォーム 
・番号は、0～99までの番号が付いているウエアーを着用すること。 
・リバーシブル等での参加も認めるが全選手が統一された色・デザインのものを着用するこ

と。また、参加チームは常に濃淡両方のウエアーを準備する。 
 
１３、参加チーム・グループ分け 

男子 Champions league  女子 Champions league 

1 たんぽぽバスケットボールクラブ クラブ  1 松伏町立松伏中学校 中体連 

2 春日部市立豊野中学校 中体連  2 春日部市立豊野中学校 中体連 

3 ふじみの市立大井中学校 中体連  3 たんぽぽバスケットボールクラブ クラブ 

4 Eagle Nest S"tage クラブ  4 埼玉栄中学校 中体連 

5 越谷市立平方中学校 中体連  5 川口市立戸塚中学校 中体連 

6 本庄東高校附属中学校 中体連  6 志木市立宗岡第二中学校 中体連 

7 草加市立八塚中学校 中体連  7 入間市立上藤沢中学校 中体連 

8 川口市立神根中学校 中体連  8 川口市立戸塚西中学校 中体連 

9 松山中、大谷口中、三郷前川中、越谷栄進中   9 大原中、吹上中、越谷富士中、越谷西中  

10 東松山南中、ガウチョーズ、草加松江中、大相模中   10 八潮八幡中、東松山南中、和光二中、ガウチョーズ  

 
１４、順位決定方法（総当たり戦） 

（１）勝ち点の多いチームを上位とする。なお、勝ち点は、各試合に勝ったチームに２

点、負けたチームに１点、棄権したチームには０点を与えるものとする。 
（２）２チームだけが勝ち点で並んだ場合は、当該チーム間の直接対決で勝ったチームを

上位とする。 
（３）３チーム以上が勝ち点で並んだ場合は、当該チーム（同じ勝ち点で並んでいるチー

ム）間で行われた試合だけから勝ち点を算出し、それが多いチームから上位として

いく。 
（４）上記（３）で勝ち点での並ぶチームがある場合は、そのチーム（（３）で算出した勝

ち点が並んだチーム）間での試合だけからゴール・アベレージ（＝総得点÷総失点）

を算出し、これが高いチームを上位とする。 
（５）上記（４）によっても同順位のチームが出る場合は、全試合におけるゴール・アベ

レージを算出し、アベレージの高いチームを上位とする。 
 
１５、棄権・没収試合 

・棄権のチームについては、「０対２０」のスコアで当該チームが負けたものとして扱う。

なお、棄権したチームの勝ち点は０点とし、相手チームの勝ち点は２点とする。 
・サテライト開催において不都合の生じたチームが試合前日までに相手チームと連絡を取

らない等調整の意思が見られない場合没収試合の扱いとし当該チームを「０対２０」のス

コアで負け、勝ち点０点、相手チームの勝ち点２点とする。 
 
１６、審判・ＴＯ 

・審判は、チーム帯同審判（C級以上）を各チームが手配し割当てに基づき運営する。 
・審判を担当する者は、必ずレフェリー・カッター、スラックス、黒のシューズを着用する。 
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・審判への謝礼をワッペンのランクに応じて１試合ごとに支給する。 
・ＴＯは、試合のあるチームの中で割当てに基づき運営する。 
 

１７、Winter Madness出場チームのシード 
・この大会の順位は、Winter Madness出場チームのシードに反映される。 
・シード表は下記の通りとなる。 
・Winter Madness は初日にトーナメントの２試合を行い、２日目と３日目にベスト４チー

ムでのリーグ戦を行う。 

 

※Winter Madness の日程は、11 月 10，17，23又は 24 日の 3 日間でおこなう。 
11 月 10 日 2 面 2 会場調整中 
11 月 17 日 熊谷大里体育館 2 面 
11 月 24 日 熊谷大里体育館 2 面 

 
１８、その他 

・ 試合当日はＪＢＡの登録一覧表を必ず携帯する。 
・ 日程組合せ等、大会に関することは，埼玉県バスケットボール協会のホームページに掲

載するので、必ず確認すること。各チームへの連絡はしない。 
・参加チームは、会場内では互いに譲り合うとともに美化に努め、ごみの持ち帰り、持ち物

の管理を徹底すること。 
・ 車の駐車スペースに関しては，必ず大会役員の指示に従うこと。バスの利用については，

事前に申し出をすること。ただし，バス・保護者の駐車スペースを確保できない場合もあ

るがその場合は、有料駐車場等を利用する。 
・JBA 公認コーチの資格を有するもの（公認証を携帯すること）は、同一大会において男女

別であれば、スタッフとしてベンチに入ることができる。ただし、資格がない場合でも、

同一団体のチームであればベンチに入ることができる。 
 
 

大会事務局  事務局長 奥谷 光彦 


